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Pick
Up!

こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
制
度
拡
充

10
月
か
ら
、
高
校
生
相
当
ま
で
窓
口
で
の
支
払
い
が
不
要
に！

こども
家庭政策課
☎⑳２１４９

　

10
月
診
療
分
か
ら
、
こ
ど
も
医
療

費
の
対
象
者
を
高
校
生
相
当（
満

１８

歳
の
３
月
末
）ま
で
拡
大
し
ま
す
。

▼
県
内
の
医
療
機
関
で
受
診　
　
　

　
『
こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
』と

　

本
人
の『
健
康
保
険
証
』の
提
示
で
、

　

保
険
適
用
分
の
支
払
い
が
不
要
に

　

な
り
ま
す
。

▼
県
外
の
医
療
機
関
な
ど
で
の
受
診

　

医
療
機
関
な
ど
で
の
医
療
費
の
支

　

払
い
が
必
要
で
す
。
後
日
領
収
書

　

を
添
付
し
て
助
成
申
請
書
を
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
指
定
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

未就学児 小 学 生 中 学 生
高校生相当
満１８歳 に 達 す
る日以後の最初
の３月末まで

拡  大!
※ 医 療 機 関 窓 口 で

『健康保険証』、『こど
も 医 療 費 受 給 資 格
証』の提示がない場
合は、一度医療費の
支払いが必要です。

■受給資格証の送付
高校生相当の方

　（平成１６年４月２日～１９年４月１日生まれ）

こども医療費助成受給資格証を持っている方
　（中学３年生まで）

⇨登録申請をした方
　９月下旬ごろ、新しい受給資
　格証を送付予定です。

■こども医療費助成制度

第
３
次
妊
婦
応
援
給
付
金

総
合
政
策
課
・
☎
⑳
２
２
８
４

　

対
象
と
な
る
方
に
は
８
月
上
旬
に

申
請
書
を
発
送
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

妊
婦

①
４
年
７
月
31
日
お
よ
び
申
請
時
の

両
時
点
に
お
い
て
、
本
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
②
原
則

３
年
８
月
１
日
か
ら
４
年
７
月
31
日

の
間
に
母
子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ

て
い
る
③
申
請
時
に
市
税
な
ど
の
滞

納
が
な
い

※
過
去
に
実
施
し
た
妊
婦
応
援
給
付

金
の
受
給
者
は
除
き
ま
す
。た
だ
し
、

当
該
事
業
終
了
後
に
新
た
に
母
子
健

康
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
妊
婦
は
対
象

と
な
り
ま
す
。

給
付
額　

１
人
５
万
円

申
請
方
法　

送
付
さ
れ
た
申
請
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
必
要
書
類
を

添
付
し
返
信
用
封
筒
で
同
課

受
付
期
間　

10
月
31
日
㈪
ま
で（
消

印
有
効
）

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

高校生相当

⇨登録申請をしていない方
　必ず登録申請をしてください。
　こども医療費受給資格証の送
　付は１０月以降になりますの
　でご注意ください。

申請不要

新たにこども医療費助成の登録が必要になり
ます。登録申請書は７月上旬に送付しました。

こども医療費の負担割合

中学生以上

市が
全額負担

未就学児

県 市

小学生

県 市が
３/４負担

※現物給付分

現在の資格証を引き続き使用できます。

１０月
診療分から

９月
診療分まで



※会場などにお越しの際は、新型コロナウイルス感染症予防対策にご
協力ください。また、状況により延期や中止となる可能性があります。

Pick Up!

お
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せ

税
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市
有
地
の
売
却

契
約
管
財
課
・
☎
⑳
２
１
１
８

売
却
地　

借
宿
町
一
丁
目
22
番
８

地
積　

２
４
６
・
８
１
㎡

売
却
方
法　

一
般
競
争
入
札

予
定
価
格　

８
１
２
万
円

※
最
低
売
却
価
格
。

申
込　

８
月
２
日
㈫
か
ら
17
日
㈬
ま

で
の
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
に

申
込
書
を
同
課
へ
持
参（
本
庁
舎
６
階
）

入
札
・
場
所　

８
月
25
日
㈭
／
午
後

２
時
＝
市
役
所
本
庁
舎

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

栃
木
県
義
務
教
育
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
３
９
１

　

中
学
校
卒
業
者
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
か
認
定
す
る
国
の
試
験
で
、

合
格
者
に
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

試
験
日　

10
月
20
日
㈭

対
象　

就
学
義
務
猶
予
免
除
で
あ
る

（
で
あ
っ
た
）者
で
、
５
年
３
月
31
日

ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
方

申
込　

９
月
２
日
㈮
ま
で
に
出
願
書

類
を
文
部
科
学
省
へ
書
留
で
郵
送

※
出
願
書
類
な
ど
詳
細
は
同
課
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、『
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
』と
は『
家
族
に
ケ
ア
を

要
す
る
人（
高
齢
者
、
病
人
、
幼
児

な
ど
）が
い
る
場
合
に
、
大
人
が
担

う
よ
う
な
ケ
ア
責
任
を
引
き
受
け
、

家
事
や
世
話
、
介
護
、
感
情
面
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
る
18
歳
未

満
の
子
ど
も
』と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る

と
い
う
自
覚
が
な
く
、
周
囲
も『
単

な
る
お
手
伝
い
、
親
孝
行
』と
見
て

い
る
こ
と
か
ら
、
問
題
が
潜
在
化
し

や
す
い（
＝
表
面
化
し
に
く
い
）な
ど

の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
世

話
を
し
て
い
る
家
族
が「
い
る
」と
回

答
し
た
子
ど
も
は
、
中
学
２
年
生
で

５
・
７
％
、高
校
２
年
生
で
４
・
１
％
。

つ
ま
り
約
20
人
に
１
人
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
う
ち

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
に
つ
い
て

早
川  

尚
秀

「
ほ
ぼ
毎
日
し
て
い
る
」中
高
生
は

50
％
に
上
り
、
10
％
は
１
日
平
均
７

時
間
以
上
世
話
を
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
こ
の
デ
ー
タ
を
本
市
に
置
き
換

え
る
と
、
１
日
７
時
間
以
上
世
話
を

し
て
い
る
子
ど
も
は
35
人
程
度
存
在

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

５
月
の
上
旬
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ

れ
た
『
初
め
て
の″
修
学
旅
行
〟９
歳

か
ら
介
護
を
し
た
男
性
が
失
っ
て
い

た
時
間
～
Ｓ
Ｏ
Ｓ
な
き
若
者
の
叫

び
』を
観
ま
し
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、

自
分
が
想
像
し
て
い
た
も
の
を
は
る

か
に
超
え
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
で
検
索
い
た

だ
き
ま
す
と
パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
７
月
か
ら
初
め
て
の
実
態

調
査
を
行
い
ま
す
。
県
内
の
実
態
を

つ
か
み
、
分
析
し
て
、
対
策
に
つ
な

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
子
ど
も
た
ち

の
今
と
、
こ
れ
か
ら
の
進
学
、
就
職
、

結
婚
な
ど
に
も
影
響
し
て
く
る
大
き

な
問
題
で
す
。

　

解
決
の
た
め
に
は
地
域
や
学
校
、

福
祉
、
保
健
、
医
療
な
ど
、
関
係
す

る
分
野
・
機
関
の
連
携
が
重
要
で
す
。

本
市
で
は
現
在
、
よ
り
充
実
し
た
相

談
・
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
て
動

い
て
い
ま
す
。

　

人
知
れ
ず
毎
日
ひ
と
り
で
耐
え
て

い
る
子
ど
も
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

本
市
全
体
で
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

対
す
る
理
解
や
認
知
を
進
め
な
が

ら
、
早
期
に
発
見
し
、
適
切
に
介
入

し
、
子
ど
も
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援

が
行
え
る
よ
う
に
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

１３

（出典：厚生労働省ホームページ）

ヤングケアラーについて、詳しくは
厚生労働省ホームページをご覧ください▶


